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論文数は 2015 年の 20 から 2019 年は 50 前後まで増加した。 
しかしながら 2020 年は新型コロナウイルス感染症パンデミックの影響で、人を対象とし
た研究を中心に研究実施がきわめて困難な状況に陥るなど、多大なる影響を受けている。
新型コロナウイルス感染症の影響は、有効なワクチンの接種が世界中に行き渡るまで今後
しばらく続くことが予想されるが、本学の研究を守り推進していくために、関係者の努力
とさらなる知恵の結集が必要である。 
研究領域は本学教員の数だけある、といっても過言ではない。研究のカテゴリーも、文
献研究、基礎研究、応用研究、臨床研究、観察研究、介入研究、記述研究、横断研究、縦
断研究など、名前をあげれば多岐にわたる。研究手法としても質的、量的などの範疇で、
経済学、教育学、行動科学、疫学、統計学、生化学、生物学、分析化学等を用いて、生命、
心理、行動、保健、医療、福祉、教育、社会、文化などの領域で、さらにはこれらを組み
合わせた混合研究など、実に多彩な研究が実施されている。 
選択と集中といわれる事業の評価による廃棄と資源の集約化は、組織運営には常に必要
である。一方、研究の多様性を失うことは研究組織としては大きな損失である。現在は主
流で必要性が高い研究が将来も同様であるという可能性は少ない。研究の発展、強いては
本センターの目的を達成するにあたり、研究の様々な領域で新しい視点が常に必要である。 
現在の本学の研究実施主体は教員と大学院生、特に博士後期課程の学生が担っている。
今後 5～10 年の研究の発展には、特に研究開発センターと大学院のさらなる連携が必要で
ある。 
研究開発センターは、今後とも埼玉県をはじめとする地域住民の保健医療福祉と生活の
支援に貢献するべく、人々に信頼され、かつ親しまれる組織として発展していきます。 
